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□ 赤羽駅周辺の現在

第６回検討会では、赤羽駅周辺地区におけるまちの現況や課題について４つの大きなテーマごとに紹介しました。
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赤羽駅周辺地区のまちづくり

１ 震災・水害に強い市街地の形成

２ 利便性の高い交通環境の整備

４ 東京の北の玄関口にふさわしい都市機能の集積

３ まちの魅力を高める公共的空間の整備

❶耐震性が低い建物の老朽化
❷水害への備えが脆弱
➌緊急車両の進入困難
❺オープンスペースの不足

➌緊急車両の進入困難
❹バス・自転車・歩行者の交錯

❺オープンスペースの不足

❻地元の生活を支える商業機能としての役割の低下

❶耐震性が低い建物の老朽化 ▷▷▷ 重点区域内の都市基盤の強靭化 ❷水害への備えが脆弱 ▷▷▷ 周辺区域を含めた災害対応力の向上

【参考】「震災」周辺区域の現状と課題 【参考】「震災」周辺区域の現状と課題

１ 震災・水害に強い市街地の形成

⑨2章 2.1 まちの成り立ちと現況分析
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□ 赤羽駅周辺の現在

【参考】「歩行者・自転車環境」周辺区域の現状と課題【参考】「道路ネットワーク」周辺区域の現状と課題

【参考】「歩行者・自転車環境」周辺区域の現状と課題 【参考】「歩行者・自転車環境」（交通事故発生状況）

❸緊急車両の進入困難 ▷▷▷ 重点区域内の都市基盤の強靭化

円滑な交通基盤の形成

❹バス・自転車・歩行者の交錯 ▷▷▷ ●歩行者・自転車利用者が快適に

利用できる環境整備
●バスの乗り換え環境の改善

２ 利便性の高い交通環境の整備

⑩2章 2.1 まちの成り立ちと現況分析
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□ 赤羽駅周辺の現在

❺オープンスペースの不足 ▷▷▷ 重点区域内の都市基盤の強靭化／

                                                   緑あふれる憩い集える空間整備

❻地元の生活を支える

    商業機能としての役割の低下 ▷▷▷ 都市機能の導入（商業）

❻地元の生活を支える

    商業機能としての役割の低下 ▷▷▷ 都市機能の導入（商業）

【参考】「商業」周辺区域の現状と課題

３ まちの魅力を高める公共的空間の整備 ４ 東京の北の玄関口にふさわしい都市機能の集積

◇公園率

（参考：令和４年度 東京都北区 土地利用現況調査集計及び解析業務委託より集計）

・赤羽駅の公園率は北区平均と比べて低い数値となっている。

北区平均 赤羽駅 田端駅 十条駅 東十条駅 王子駅

公園率 11.7 0.4 0.7 1.5 0.1 16.7

※駅の立地する町丁目データにて集計
（赤羽駅：赤羽一丁目／田端駅：東田端二丁目／十条駅：上十条一丁目／

東十条駅：東十条三丁目／王子駅：王子一丁目）
※公園率＝公園・運動場等／敷地面積×100（％）

都市中心拠点

・赤羽駅周辺は緑被率が低いエリアにあり、
北区平均18.43%を大きく下回る。

◇北区の緑被率の現況

緑被率：みどりが最も生い茂る時期の空中写真から測定される緑地の割合

現 状：緑被率が低く、みどりが不足している。

問題点：赤羽駅周辺に人々が憩い・集える空間が不足している。

現 状：公園率が低く、道路を除くと官民の公共的空間が少ない。

⑪2章 2.1 まちの成り立ちと現況分析
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